
　

噴火災害を伝えるために�
西山山麓散策路　草刈り作業実施

　
　
海
道
を
代
表
す
る
木
彫
家
砂
澤

　
　
ビ
ッ
キ
の
没
後
30
年
を
記
念
し

て
、
特
別
展
が
洞
爺
湖
芸
術
館
で
、

７
月
20
日
～
９
月
１
日
の
期
間
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
同
館
が
所

蔵
す
る
作
品
と
と
も
に
、
昨
年
の
調

査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
資
料
も
展
示

し
、
ビ
ッ
キ
の
背
景
や
足
跡
を
探
る

こ
と
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
20
日
に
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
と
「
私
が
見
た
砂
澤
ビ
ッ

キ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
河
上
實
さ
ん

が
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

のわだい
まち
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創作の背景を探る�
砂澤ビッキ没後 30年特別展

　
　
山
山
麓
散
策
路
の
道
路
跡
や
被

　
　
災
遺
構
を
見
や
す
く
す
る
た
め

に
、
役
場
職
員
と
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
40
人
が
草
刈
り
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　
西
山
山
麓
散
策
路
で
は
、
有
珠
山

噴
火
で
被
災
し
た
建
物
や
道
路
が
、

減
災
教
育
に
役
立
つ
よ
う
保
全
し
て

い
ま
す
が
、
草
木
の
成
長
で
見
づ
ら

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
環
境
省
の
特

別
の
許
可
を
得
て
実
施
し
、
今
年
で

２
回
目
。

　
作
業
後
は
建
物
や
大
地
の
変
化
も

よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

永遠の平和を誓う�
令和元年度洞爺湖町戦没者追悼式

汗を流しながら草を刈るボランティアの皆さん芸術館関係者によって行われたテープカット

力強くメッセージを読み上げる洞爺中学生

西

令

北

箱根町中学生親善訪問使節団来町
洞爺湖町中学生と交流を深める

　
　
和
元
年
度
の
戦
没
者
追
悼
式

　
　
が
、
洞
爺
地
区
と
虻
田
地
区
で

行
わ
れ
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

　
洞
爺
地
区
で
の
追
悼
式
で
は
、
洞

爺
小
公
園
忠
魂
碑
前
に
約
30
人
が
参

列
。
洞
爺
中
３
年
佐
藤
裕
也
さ
ん
と

同
中
２
年
岡
本
愛
さ
ん
が
「
た
く
さ

ん
の
犠
牲
の
う
え
で
、
現
在
の
平
和

な
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
次
の
世
代
に
伝

え
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
後
、
献
花
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
妹
都
市
箱
根
町
か
ら
「
箱
根
町

　
　
中
学
生
親
善
訪
問
使
節
団
」
が

２
泊
３
日
の
日
程
で
洞
爺
湖
町
を
訪

れ
ま
し
た
。
来
町
し
た
の
は
、
箱
根

町
の
中
学
生
６
人
と
引
率
者
２
人
の

総
勢
８
人
。

　
歓
迎
式
で
は
使
節
団
を
代
表
し
て

大
高
栞
さ
ん
（
箱
根
中
３
年
）
が

「
洞
爺
湖
で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ

と
を
楽
し
み
た
い
で
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
、
入
江
・
高
砂
貝
塚
館

見
学
や
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
で
洞
爺
湖

町
中
学
生
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

姉

縄文石器の説明を聞く箱根町の中学生
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」
に
つ
い
て

　
　
の
セ
ミ
ナ
ー
が
洞
爺
湖
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
洞
爺
湖

温
泉
街
の
飲
食
店
経
営
者
な
ど
約
30

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
外
国
人
観

光
客
が
多
い
洞
爺
湖
温
泉
街
の
人
に

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」
の
知
見
を

深
め
て
も
ら
う
目
的
で
実
施
。

　
L
I
N
E
P
a
y
北
海
道
株
式

会
社
の
下
田
恭
平
さ
ん
を
講
師
と
し

て
、「
世
界
的
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
の
動
き
と
日
本
の
現
状
」
な
ど
に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

外国人観光客を受け入れるために
「キャッシュレス化」についてのセミナー開催

　
　
と
子
の
館
の
日　
夏
祭
り
（
町

　
　
教
育
委
員
会
、
絵
本
の
玉
手
箱

主
催
）
が
母
と
子
の
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
午
前
の
部
は
幼
児
、
午
後
の

部
は
小
学
生
を
対
象
と
し
、
約
20
人

が
参
加
。

　
当
日
は
、
駐
車
場
で
チ
ョ
ー
ク
遊

び
を
し
た
り
、
水
風
船
で
遊
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
特
に
人
気
が
あ
っ
た

ジ
ャ
ン
ボ
シ
ャ
ボ
ン
玉
は
、
ど
れ
だ

け
大
き
く
膨
ら
ま
せ
る
か
夢
中
に

な
っ
て
挑
戦
し
、
最
初
は
苦
戦
し
て

い
ま
し
た
が
、
最
後
は
み
ん
な
大
き

く
膨
ら
ま
し
て
い
ま
し
た
。

おおきいシャボン玉を作ろう�
母と子の館の日　夏祭り

　
　
康
づ
く
り
講
演
会
（
健
康
づ
く　
　

　
　
り
推
進
員
会
主
催
）
が
、
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
で
行
わ

れ
、
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
介
護
予
防
の
音
楽
療
法
～
う

た
っ
て
、
わ
ら
っ
て
健
康
づ
く
り

～
」
と
題
し
、
日
本
音
楽
療
法
学
会

認
定
音
楽
療
法
士
の
四
方
明
子
さ
ん

が
講
演
。

　
当
日
は
、
音
楽
療
法
の
効
果
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

体
を
動
か
し
た
り
、
歌
っ
た
り
す
る

な
ど
し
て
、
音
楽
療
法
を
楽
し
く
体

験
し
ま
し
た
。

地域の健康作りを促進
健康づくり講演会

　
　
爺
湖
芸
術
館
夏
休
み
特
別
ワ
ー

　
　

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
鉄
た
た
け
ま

す
」
が
洞
爺
湖
芸
術
館
で
開
か
れ
、

町
内
外
か
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
洞
爺
湖
町
出
身
で
あ
る

金
工
家
・
彫
刻
家
の
藤
沢
レ
オ
さ
ん

を
講
師
と
し
て
、
鉄
が
で
き
た
過
程

や
発
展
し
た
経
緯
な
ど
を
講
演
。

　
講
演
後
、
中
庭
で
真
っ
赤
に
熱
し

た
鉄
を
た
た
き
、
そ
れ
を
好
き
な
形

に
ね
じ
り
、
仕
上
げ
に
紙
や
す
り
で

磨
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。

夏休み特別ワークショップ
鉄たたけます。

一生懸命鉄をたたく親子

講師の話を真剣に聞く参加者

音楽に合わせて体を動かす参加者たち
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ジャンボシャボン玉を膨らます子どもたち
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